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  ２，４２３ ２，４３９ １６ （注１）

  ８４ ２８３ １９９ （注２）

  － － －

　 ６ ６ ０

　 １５ １５ ０

　 ４０２ ３８８ △１４

　　 ２２７ ２１７ △１０ （注３）

　　 １１８ １２１ ３ （注４）

　　 － － －

　　 ５７ ５０ △７ （注５）

　 ３３ ４３ １０ （注６）

　 － ２ ２ （注７）

　 － － －

　 － － －

　 １５ １２ △３ （注８）

  ２，８３９ ２，７９７ △４２

　　 ２，６４４ ２，５８１ △６３

　　 １９５ ２１６ ２１ （注９）

　 ９９ ２１３ １１４ （注１０）

　 － － －

　 ６ ６ ０

　 ３３ ３５ ２ （注１１）

　 － － －

　 １ １ ０

　 － － －

雑収入

産学連携等研究収入及び寄附金
収入等

区　分

運営費交付金

施設整備費補助金

船舶建造費補助金

大学改革支援・学位授与機構施設費
交付金

補助金等収入

自己収入

授業料、入学料及び検定料収入

附属診療所収入

財産処分収入

引当金取崩

長期借入金収入

貸付回収金

目的積立金取崩

計
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支出

収入

１３６

２，９７８ ３，０５２ ７４

船舶建造費

施設整備費

計

収入－支出 － １３６

大学改革支援・学位授与機構施設費
納付金

２，９７８ ３，１８８ ２１０

長期借入金償還金

貸付金

産学連携等研究経費及び寄附金
事業費等

補助金等

業務費

教育研究経費

診療経費



○予算と決算の差異について

（注１）

（注２）

（注３）

（注４）

（注５）

（注６）

（注７）

（注８）

（注９）

（注１０）

（注１１）

施設整備費補助金については、予算段階では平成28年度竣工予定だった総合研究棟が、当年度に竣工が延期に
なったことによる補助金の繰越により、予算額に比して199百万円増となっています。

運営費交付金については、特殊要因運営費交付金のうち前年度から繰り越した年俸制導入促進費、退職手当額に
より、予算額に比して16百万円増となっています。

自己収入のうち授業料、入学料及び検定料収入については、受験者数、入学者数ともに減となったため、予算額に
比して10百万円の収入減となっています。

施設整備費補助金については、（注２）で示した理由及び、当年度新規に配分された施設整備費補助金の翌年度へ
の繰越により執行額減の差引により、予算額に比して114百万円増となっています。

産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、（注６）に示した理由及び、当初見込みより寄附金執行額が減
少した差引により、予算額に比して2百万円の増となっています。

自己収入のうち附属診療所収入については、患者数の当初の見込みに対し2.5%増加したことにより、予算額に比し
て3百万円増となっています。

雑収入については、科学研究費補助金の間接経費収入が、当初の見込みに対し減少したことにより、予算額に比し
て7百万円減となっています。

産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、当初の見込み以上の受託事業収入があったことにより、予算
額に比して10百万円増となっています。

引当金取崩については、自己財源で退職金を手当てする承継枠外職員が1名退職したことによる退職給付引当金
の取り崩しにより、予算額に比して2百万円の増となっています。

目的積立金取崩については、新設の総合研究棟関連の支出に充てておりますが、竣工に当たり実際に執行した額
により、予算額に比して3百万円減となっています。

業務費のうち診療経費は、主として附属病院収入の増加に伴い、予算額に比して21百万円の増となっています。


